
　　　　

令和６ 年 7 月 1 日

13

10
時

17

17
時 あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 節分・誕生日会・七夕・夏祭り・クリスマス会・社会見学など

から
平日

学校休業日

家族支援

・ご家庭の状況に合わせ利用日の調整や必要時延長支援を行います。
・ご成長やご家庭の状況の変化に伴う情報共有や相談が安心してできる関係を築
いてまいります。

移行支援

・ライフステージの切り替えを見据えた将来的な移行に向けた準備のお手
伝いをします。（ご家族との情報共有や相談援助、移行先との支援方針内
容方法の共有・移行先への受け入れ体制づくりへの協力や相援助等）

地域支援・地域連携

・他支援機関と連携を取りながら各支援機関での有益な取り組みをおもちゃ箱で
も工夫しながら取り入れていきます。
・相談支援員のモニタリングや個別支援計画更新時は必要に応じて保護者の了承
のもと相談支援員に情報提供します。

職員の質の向上

・支援の質の向上の為の定期的な所内研修を実施し、外部研修へ積極的に
参加していきます。

支　援　内　容

本
人
支
援

・既往歴・健康状態の把握を毎日のミーティングで共有し、意思表示が困難な特性や発達の過程に配慮し、児童からのサインや心身の変化に気づけるよう細やかな観察を行います。
・医療的ケアを必要とされるお子様が安全に過ごせるように、日々の確認を行いながら医療的ケアを実施します。
・身の回りの清潔や、食事の仕方、衣類の着脱、排泄等の生活に必要なスキルを取得できるよう支援します。
・食事形態や口腔機能・感覚に配慮しながら、誤嚥や誤食を予防する食事介助や環境整備等で安全に配慮します。

・様々な活動内容を用いて微細運動・粗大運動を支援できるプログラムを提供します。（毎月のカレンダー作りなどの制作活動や公園等でのアクティビティ）
・日常生活に必要な姿勢維持と運動機能向上の為に、理学療法士や看護師が関節拘縮や変形の予防につながるストレッチやマッサージを行います。必要時様々な装具やコルセット、立位台
や坐位保持椅子等を活用し、支援します。また作業療法士が個々の作業スキル向上へつながる遊びへ誘導します。
・感覚過敏や鈍麻の特性に配慮した環境整備を行い、感覚の偏りに対応します。保有する感覚を十分活用できるような遊びを取り入れていきます。

・視覚・聴覚・触覚などの感覚を活用できる遊びや活動を通して、様々な情報を取得し認知機能の向上に努めます。
・感覚や認知の偏り、コミュニケーション困難により起こりうる行動障害の予防や適切行動への支援を行います。
・人や場所への認知や、数・曜日・時間・色・量・大きさ等の概念の形成につながるプログラムを取り入れていきます。
・興味の対象が広がるような地域にある施設への外出を企画します。（長期休暇時等）

・表情やしぐさでの気持ちの表出を受けとめ言葉で代弁することや、一緒にリピートすることで言語の習得や発語につながるように支援します。こちらからは絵カードや写真・実物などを
用いて説明します。適切な場面での適切な言語の選択ができるよう具体的な体験を大切にしていきます。
・ご家庭や学校とも共通のサインや言葉を使用することで意思疎通の手段を増やし、気持ちが伝わる喜びを得る機会を増やすことができるように関わります。
・特性に合わせた読み書き能力の向上の為の支援を行います。

・一人遊びから協同遊びへの移行を促し、集団に参加する為の手順やルールを理解し安心して参加できるように仲立ちをすることで楽しい経験ができるよう支援します。
・職員やお友達、ご近所の方など個々のご家庭では接することがない年齢層の人と交流することで、適切な関わり方を伝えていきます。

法人（事業所）理念 おもちゃ箱こだいらでは、遊びを通じて生活能力の向上や子供が本来持っている能力を引き出せるよう、子供たち一人一人と向き合いながら支援を行います。

支援方針
・個別支援では、自主性と自立性を育てます。集団支援では、みんなと一緒に活動することでマナーやルール等のスキルを育てます。
・医療的ケア児や重症心身障害児のお子様とそのご家族が安心して放課後時間を過ごせる場所を作り、看護師や理学療法士・作業療法士がケアやトレーニングを行います。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 おもちゃ箱上水桜（重症心身障害児型） 支援プログラム 作成日


